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中部地方整備局視覚障害者にやさしい公的トイレの取り組み

○視覚障害者がトイレ施設の男女の識別や衛生面から接触に問題がある空間内での設備の位置
把握における不自由さを改善し、視覚障害者にやさしいトイレとするため、視覚障害者・支
援団体・デザイン専門学校学生・自治体等とともに改善策を検討
○これまで、静岡県内の直轄駐車場（道の駅など13箇所）のトイレを対象に、｢立体ピクトグラ
ムによる案内」を試行的に実施し、「効果検証と他施設への設置拡大」、｢健常者に補助を呼
びかける広報｣の実施に向け検討
○令和４年度は、「試行設置した立体ピクトグラムの理解を促す案内の設置」を順次実施予定

改善策① 改善策② 改善策③

立体ピクトグラムによる案内 健常者に補助を呼びかける広報 立体ピクトグラムの理解を促す案内

静岡駅北口駐車場（エキパ）
での施工事例

ABS樹脂を素材に活用

これまでの検討例
（設置イメージ）

道の駅宇津ノ谷での施工
事例（順次設置予定）
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中部地方整備局官庁営繕におけるバリアフリーの取組事例

〇誘導ブロック 鋲からブロックタイプに変更

春日井ハローワークでの取組事例

コロナ対策のためＷＥＢを活用し、遠隔臨場による

UDレビューの実施 （施工段階）

「名古屋市身体障害者社会福祉連合会」の視覚

・聴覚障害の方に、映像や口頭による説明を行い、

ご意見を伺い、改善を行いました。

今後は現場施工に反映できるよう各段階での確

認事項の整理やオンラインでの説明方法等の改

善に取り組みます。
〇文字、色を見やすくした総合案内板

〇UDレビュ ーでのご意見と対応
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中部地方整備局

中部技術事務所構内には、バリアフリー体験歩道施設があり、開庁日の午前10時から12時まで、および午後2時から4時まで、体験参加の受付をしています
（利用申込書の提出による事前申込みが必要です）。 但し、新型コロナウィルス感染予防のため、受け入れの制限をさせていただく場合があります。

車いすによる④スロープ
（坂路：5・8・12%）走行体験

車いすによる⑨段差
(0・1･2・3cm)走行体験

＜令和３年度における体験実績＞

自治体からの申し込みがあり、１６名の方々が体験されました。「舗装のひびを点字ブロックの凹凸と間違えてしまうかも」など、ご自身の
業務に絡めた感想を持たれた方も多く、有意義だったとの感想を頂きました。

体験メニューは全部で14種類※

中部技術事務所におけるバリアフリー体験歩道施設

※①透水性舗装
②誘導ブロックと舗装面の輝度比
③グレーチング（側溝のふた）
⑤車いすの回転スペース
⑥ガタツキの少ないブロック舗装
⑦誘導ブロックとマンホール
⑧交差点付近の誘導ブロック
⑩バス停
⑪車両乗り入れ部
⑫斜めの誘導ブロック
⑬エスコートゾーン
⑭ユニバーサルデザインベンチ

介助者と誘導ブロックの上を歩く視覚障害体験
12%のスロープは距離が短くても、
昇るには結構腕力が必要なんです！

資料５

4


